
ト ンネル工事等の施工に伴う 地盤変動等により 建物等の損害等が生じ た場合の対応について

（工事期間中に損害等が発生した場合）

東京外環のトンネル工事等は、工事の際に細心の注意をはらって進めてまいります。しかし、万
が一、建物や工作物に損害等が発生し、工事に起因するものと確認された場合には、当該損害等
に対して補償をさせていただくために、これまで、工事施工前の建物等の状況を把握する家屋調
査を実施しております。

工事により建物等に損害等が生じた場合は、その原状回復に要する費用を負担させていただき
ます。以下に一連の流れを説明します。

事前調査 （工事開始前）

・工事実施前の建物等の状況を把握する調査を
専門機関により実施致します。

・建物四隅の基礎高、柱の傾斜、基礎のひび割れ
状況などをスケッチや写真及び調書で残します。

・調査結果は、対象者の方にお渡しします。
建物基礎高を水準測量により計測

工事着手

・工事により建物等の損害等が生じた場合は、事前
の家屋調査を実施した問合せ先にご連絡下さい。

・建物等の損害等の状況を調査します。
・損害等の発生原因を調査します。

・日常生活に支障をきたすような損害等の場合は、
応急措置をさせていただきます。

損害等の申出

原因、建物等の調査

応急措置

工事完了
■工事完了の日（開通日）のお知らせをします。

■併せて、建物等の損害等に関する事後の家屋調査の申し出の受付を開始
したこと、並びにあらためて問い合わせ先をお知らせします。

■工事により建物等の損害等が生じた場合の申し出の〆切りは、
原則的に開通日から１年間までです。

・工事により建物等の損害等が生じた場合は、事前
の家屋調査を実施した問合せ先にご連絡下さい。

・建物等の損害等の状況を調査します。
・損害等の発生原因を調査します。

・原状回復に要する費用を負担させていただきます。

損害等の申出

原因、建物等の調査

費用の負担

※開通後１年以降において、万が一、トンネルが存することなどに起因して建物等に損害等が生
じた場合は、道路管理者が適切な対応をさせていただきます。

（家屋調査に関する問い合わせ窓口）
・ＮＥＸＣＯ東日本 東京外環工事事務所

電話:0120‐861‐305（平日 9:00～17:25） Ｅ－mail：tokyo‐gaikan@e‐nexco.co.jp
・ ＮＥＸＣＯ中日本 東京工事事務所

電話:0120‐016‐285（平日 9:00～17:25） Ｅ－mail：mail‐gaikan@c‐nexco.co.jp

Ｑ 損害が発生した場合、どちらに連絡すればいいですか？

Ａ 工事期間中については、まずは事前の家屋調査を行った機関に連絡ください。

具体的には、世田谷区、狛江市、調布市、三鷹市にお住まいの方は、ＮＥＸＣＯ中日本に連絡ください。

武蔵野市、杉並区、練馬区にお住まいの方は、ＮＥＸＣＯ東日本に連絡ください。

なお、開通後は、道路管理者が窓口として対応いたします。

Ｑ 申出期間に期限はありますか？

Ａ トンネル工事等の施工に伴う建物等の損害等については 、原則、工事完了の日 （開通日）から
１年を申し出期間の期限としておりますが、開通日前の申し出も可能となります。

Ｑ 家屋調査はどのような範囲で実施していますか？

Ａ 調査範囲は①・②のうち、広い範囲としております。（下図参考）

①トンネル基部付近から４５°で立ち上げ、天端からの離隔２Ｄ（トンネル外径の２倍）以浅は直上
に立ち上げた範囲

②トンネルから４０ｍの範囲

例えば、本線トンネルの地上部では、トンネル端部から概ね４０ｍの範囲となります。

なお、用地取得範囲においては、家屋調査は実施いたしません。

Ｑ 調査対象範囲外の建物等に損害等が生じた場合はどうなりますか？

Ａ 事前の家屋調査の対象範囲外の箇所についても、被害の申し出により、万が一、工事に起因する建
物等の損害等が確認され、工事との因果関係が認められる場合には、必要な家屋調査を行い現状
回復に要する費用を負担するなど、適切に対応することとしています。

開通後１年以降
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今後の掘進方法について

●これまでの掘進状況及び室内試験結果を踏まえ、今後の本工事における掘進方法を以下のとおり
とすることを有識者に確認しました。

■今後の掘進方法

空気を使用

しない掘進方法

気泡を用いた掘進方法

北多摩層

気泡を用いた掘進方法

 これまでの掘進状況を踏まえると、添加材に気泡を用いた場合、空気の通り道等により漏気の可能性はあるが、周辺
環境への影響を及ぼすものではなく、安全に掘進できる

 地質状況に適した添加材を選定して掘進を進めることとし、工事の安全性を踏まえ、添加材として気泡を用いた掘進
とする

 大泉側シールド工事は、引き続き気泡を用いた掘進とする。また、東名側シールド工事は、現地採取土を用いた室内
試験結果を踏まえ、谷戸橋付近以降から気泡を用いた掘進とする

 今後とも引き続き、シールド掘進に伴う各計測値の施工状況等のモニタリングを行いながら、細心の注意を払い安全
に掘進していく

 引き続き、安心を確保するため、過去のボーリング調査や井戸、地下室等の情報を収集し、気泡添加量や切羽圧を
調整し掘進時の漏気の抑制に努めるとともに、漏気が発生した場合は水質調査等により周辺環境への影響を確認し
ていく

谷戸橋付近

2



■
振

動
調

査
箇
所

位
置
図

○
令
和

元
年
１

２
月
か

ら
令
和

２
年
４

月
に
か

け
て
シ

ー
ル
ド

機
が
通

過
す
る

地
上
部

（
世
田

谷
区
成

城
４
丁

目
付
近

、
調
布

市
入
間

町
２
丁

目
付
近

、
狛
江

市
東
野

川
３
丁

目
付
近

）
に
て

、
掘
進

等
に
伴

う
振
動

調
査

を
実
施

し
ま
し

た
。

○
調
査

の
結
果

、
掘
進

中
の
地

上
の
振

動
レ
ベ

ル
は
、

掘
進
停

止
中
と

比
較
し

変
動
が

見
ら
れ

た
も
の

の
、
日

常
生
活

等
に
適

用
す
る

規
制
基

準
[振

動
]
（
東

京
都

都
民
の

健
康
と

安
全
を

確
保
す

る
環
境

に
関
す

る
条
例

第
1
36
条

）
で
あ

る
55
d
B
よ
り

も
小
さ

い
値
で

あ
っ
た

こ
と
を

有
識
者

に
確
認

し
ま
し

た
。

○
安
心

を
確
保

す
る
た

め
、
引

き
続
き

、
住
民

か
ら
の

問
合
せ

に
対
し

て
も
適

切
に
対

応
す
る

と
と
も

に
、
情

報
収
集

に
努
め

、
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を
行

い
な
が

ら
、
細

心
の
注

意
を
払

い
安
全

に
掘
進

を
進
め

て
い
き

ま
す
。

■
調

査
結
果

【
振
動

レ
ベ
ル

L
10

】
・振

動
レ
ベ
ル

を
あ
る
時
間

測
定

し
た
と
き
、
全

測
定
値

の
大

き
い
方
か

ら
10

％
目
の

値
を
L
10

と
表

し
ま
す
。
こ
れ
は

、
｢振

動
規

制
法

施
行

規
則

｣及
び
「都

民
の
健
康

と
安
全

を
確

保
す
る
環

境
に
関

す
る
条
例

」に
示

さ
れ

た
基

準
値

と
比

較
す
る
値

で
す
。

【
参
考

】振
動

に
関

す
る
基

準
（東

京
都

都
民

の
健
康

と
安
全

を
確

保
す
る
環

境
に
関

す
る
条
例
）

・第
12
5条

_指
定

建
設

作
業

に
適
用

す
る
勧

告
基
準

：
70

d
B

・第
13
6条

_日
常

生
活

等
に
適
用

す
る
規
制

基
準

[振
動

]：
5
5
dB

（第
１
種

低
層
住
居
専
用
地

域
の
夜

間
19
時
-
8時

）

【
留

意
事
項
】

・振
動

レ
ベ
ル

に
は

地
上
部
の

振
動
（道

路
に
お
け
る
車
両
の

通
行

な
ど
）及

び
隣
接

シ
ー
ル

ド
機
の

掘
進
影
響

も
含

ま
れ

て
い
ま
す
。

・問
合
わ
せ

に
対

し
て
は

、
振
動

状
況

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
掘
進

状
況

を
お
知

ら
せ

し
て
い
ま
す
。

調
査

結
果

（
東
名
側
本

線
シ
ー
ル
ド
工
事
振
動

調
査
）

位
置
図

調
査

地
点

調
査
対
象

シ
ー
ル
ド
機

先
端
か
ら
の

平
面
距
離

調
査
日

調
査
時
間

振
動
レ
ベ
ル
L
1
0
（d
B
）

停
止
中

最
大

掘
進
中

最
大

A
北
行

約
9
0
m

4
/
7
（火

）
1
4
:0
0
～
2
2
:0
0

3
5

3
8

南
行

約
5
0
m

1
2
/
2
0
（金

）
1
8
:0
0
～
2
3
:0
0

2
9

3
7

B
南
行

直
上
付
近

2
4

3
7

C
北
行

直
上
付
近

4
/
7
（火

）
1
4
:0
0
～
2
2
:0
0

2
9

3
9

D
北
行

約
5
0
m

3
0

3
9

南
行

約
8
5
m

1
2
/
2
0
（金

）
1
8
:0
0
～
2
3
:0
0

2
6

3
3

E
南
行

約
1
0
0m

2
/
2
6
（水

）
1
5
:0
0
～
2
3
:0
0

2
6

4
0

F
南
行

直
上
付
近

2
5

4
5

G
南
行

約
8
5
m

2
7

4
9

H
南
行

約
5
5
m

4
/
1
6
（水

）
1
3
:0
0
～
2
3
:0
0

3
7

4
5

I
南
行

直
上
付
近

2
5

4
2

J
南
行

約
8
5
m

2
2

3
6

1
2
/
20
時

点

●

●

●

★

Ａ

Ｄ

Ｂ

4
/
7
時

点
●
Ｃ

★

2
/
2
6時

点

4
/
1
6
時

点

●●●

●●

● ★

★

ＦＥ

Ｇ

Ｊ

ＩＨ

北
行

シ
ー
ル

ド
機

位
置

南
行

シ
ー
ル

ド
機

位
置

調
査

地
点

● ★★
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野
川
に
お
け
る
漏
気
事
象
に
つ
い
て
（
東
名
JC
T側

）
（
南
行
）

○
令

和
２
年

３
月

７
日

に
お
い
て
、
野

川
か

ら
漏

気
の

発
生

を
確

認
し
ま
し
た
。
発

生
当

初
は

、
断

続
的

で
ご
く
微

量
な
漏

気
で
し

た
が

、
令

和
２
年

３
月

１
２
日

よ
り
漏

気
量

が
増

加
し
、
連

続
的

な
漏

気
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
令

和
２
年

４
月

６
日

か
ら
漏

気
量

が
減

少
し
、
令

和
２
年

４
月

２
６
日

以
降

は
、
漏

気
の

発
生

は
確

認
し
て
い
ま
せ

ん
。

○
河

川
の

気
泡

は
地

下
の

シ
ー
ル

ド
工

事
の

掘
削

時
に
用

い
る
空

気
の

ご
く
一

部
が

土
中

の
空

気
の

通
り
道

に
集

ま
り
河

床
か

ら
漏

出
し
た
も
の

で
す
。

○
気

泡
自

体
の

空
気

成
分

も
含

め
簡

易
測

定
を
実

施
し
、
一

部
酸

素
濃

度
が

低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
お
り
ま
す
が

、
漏

出
し
て
い
る
空

気
量

は
大

気
に
比

し
て
微

量
で
あ
り
、
周

辺
環

境
に
影

響
が

な
い
こ
と
を
有

識
者

に
確

認
し
て
お
り
ま
す
。

■
漏

気
の

発
生

状
況

■
漏

気
の

推
定

メ
カ
ニ
ズ
ム

シ
ー
ル
ド
工
事
で
用
い
る
空

気
の
ご
く
一

部
が
砂

層
や

砂
礫
層
等
の

わ
ず
か
な
隙
間
を
通
じ
て
、
地
表
ま
で
時
間
を
か

け
て
漏

出
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
有

識
者
に
確

認
し
ま
し
た
。
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野
川
に
お
け
る
漏
気
事
象
に
つ
い
て
（
東
名
JC
T側

）
(南
行
)

○
河

川
水
質
調
査
、
地

下
水
水
質

調
査
、
大

気
成
分

調
査
を
実
施
し
、
環
境
基
準

値
等
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

試
験
項
目

単
位

基
準
値

測
定
値
（

R2
.3

.9
採
取
）

測
定
値
（

R2
.3

.2
3採

取
）

測
定
値
（

R2
.4

.6
採
取
）

水
面
直
上

河
床
か
ら

1.
5m

水
面
直
上

河
床
か
ら

1.
5m

水
面
直
上

河
床
か
ら

1.
5m

酸
素

%
(v

ol
)

18
%

(v
ol

)以
上

(酸
素
欠
乏

症
等
防
止
規
則
よ
り
）

21
.1

21
.1

21
.1

21
.1

21
.1

21
.1

窒
素

%
(v

ol
)

－
78

.6
78

.6
78

.6
78

.7
78

.8
78

.5
二
酸
化
炭
素

%
(v

ol
)

－
<0

.0
5

<0
.0

5
<0

.0
5

<0
.0

5
<0

.0
5

<0
.0

5
メ
タ
ン

%
(v

ol
)

1.
5%

(v
ol

)未
満

(労
働
衛
生
規
則
よ
り
）

<0
.1

<0
.1

<0
.1

<0
.1

<0
.1

<0
.1

硫
化
水
素

Pp
m

(v
ol

)
10

pp
m

(v
ol

)以
下
（
労
働
安
全
衛
生

規
則
よ
り
）

<0
.0

5
<0

.0
5

<0
.0

5
<0

.0
5

<0
.0

5
<0

.0
5

試
験
項
目

単
位

基
準
値

測
定
値
（

R2
.4

.1
2採

取
）

測
定
値
（

R2
.4

.2
1採

取
）

測
定
値
（

R2
.4

.2
4採

取
）

水
面
直
上

河
床
か
ら

1.
5m

水
面
直
上

河
床
か
ら

1.
5m

水
面
直
上

河
床
か
ら

1.
5m

酸
素

%
(v

ol
)

18
%

(v
ol

)以
上

(酸
素
欠
乏

症
等
防
止
規
則
よ
り
）

21
.1

21
.1

21
.1

21
.1

21
.1

21
.1

窒
素

%
(v

ol
)

－
78

.6
78

.5
78

.6
78

.6
78

.6
78

.6
二
酸
化
炭
素

%
(v

ol
)

－
<0

.0
5

<0
.0

5
<0

.0
5

<0
.0

5
<0

.0
5

<0
.0

5
メ
タ
ン

%
(v

ol
)

1.
5%

(v
ol

)未
満

(労
働
衛
生
規
則
よ
り
）

<0
.1

<0
.1

<0
.1

<0
.1

<0
.1

<0
.1

硫
化
水
素

Pp
m

(v
ol

)
10

pp
m

(v
ol

)以
下
（
労
働
安
全
衛
生

規
則
よ
り
）

<0
.0

5
<0

.0
5

<0
.0

5
<0

.0
5

<0
.0

5
<0

.0
5

野
川
漏
気
位
置
図

漏
気
状

況
（
①
3/
7～

4/
24

）
漏
気
状
況
（
④
4/
11

～
4/
25

）

■
漏

気
の

発
生

状
況

■
気

体
の

成
分

調
査

結
果
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野
川
に
お
け
る
漏
気
事
象
に
つ
い
て
（
東
名
JC
T側

）
(北
行
)

○
令

和
２
年

７
月

７
日

以
降

に
お
い
て
、
野

川
か

ら
漏

気
の

発
生

を
確

認
し
ま
し
た
。

○
河

川
水

質
調

査
、
地

下
水

水
質

調
査

、
大

気
成

分
調

査
を
実

施
し
、
環

境
基

準
値

等
を
満

足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て

い
ま
す
。

■
漏

気
の

発
生

状
況

※
調

査
結

果
に
つ
い
て
は

「
東

京
外

環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

＜
漏

気
状

況
＞

7/
7 
①

漏
気

確
認

時
マ
シ
ン
位

置

至
東

名
高

速

至
関

越
道

谷
戸
橋

都
道
1
1
4号

野
川

②
7/

14
～

③
7/

18
～

7/
14

②
漏

気
確

認
時

マ
シ
ン
位

置

7/
18

 ③
漏

気
確

認
時

マ
シ
ン
位

置

④
8/

28
～

8/
28

 ④
漏

気
確

認
時

マ
シ
ン
位

置

①
7/

7 ～

漏
気
量

(L
/m
in
)
気
泡
自
体

水
面

1.
5ｍ

上

8/
24

(月
)

8:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
25

(火
)

8:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
26

(水
)

9:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
27

(木
)

9:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

11
:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

11
:3
0

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:0
0

④
0.0
3

16
.1

20
.9

20
.9

10
:3
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
30

(日
)

10
:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:3
0

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:3
0

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

日
付

計
測

時
間

計
測

箇
所

酸
素
濃
度
（
VO
L％

）

(土
)

休
工

8/
31

(月
)

9/
1
(火
)

8/
29

8/
28

(金
)

漏
気
量

(L
/m
in
)
気
泡
自
体

水
面

1.
5ｍ

上

9/
2
(水
)
10
:0
0

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
00

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
30

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8:
00

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

15
:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

15
:3
0

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:2
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:4
0

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9/
6
(日
)

9/
7
(月
)

-
①
④

9:
00

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
30

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
00

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
30

④
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9/
9
(水
)

計
測

時
間

計
測

箇
所

酸
素
濃
度
（
VO
L％

）

9/
8
(火
)

9/
3
(木
)

9/
4
(金
)

9/
5
(土
)

休
工

増
水
に
つ
き
計
測
不
可

日
付

漏
気
量

(L
/m
in
)
気
泡
自
体

水
面

1.
5ｍ

上

9:
00

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

7/
23

(木
)

-
①
③

7/
24

(金
)

7/
25

(土
)

7/
26

(日
)

7/
27

(月
)
15
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

11
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

11
:2
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

15
:3
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

16
:0
0

①
0.
03

15
.3

20
.9

20
.9

10
:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

13
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

7/
31

(金
)

9:
00

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
1
(土
)

8/
2
(日
)

8/
3
(月
)

9:
00

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
4
(火
)
10
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
5
(水
)

9:
00

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

7/
30

(木
)

休
工

休
工

休
工

7/
28

(火
)

7/
29

(水
)

7/
22

(水
)

増
水
に
つ
き
計
測
不
可

漏
気
見
ら
れ
ず

休
工

日
付

計
測

時
間

計
測

箇
所

酸
素
濃
度
（
VO
L％

）
漏
気
量

(L
/m
in
)
気
泡
自
体

水
面

1.
5ｍ

上

7/
7
(火
)
12
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

7/
8
(水
)

7/
9
(木
)
12
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

7/
10

(金
)
12
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

7/
11

(土
)

7/
12

(日
)

7/
13

(月
)
12
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

7/
14

(火
)
11
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:3
0

②
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

10
:3
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

11
:3
0

②
0.
05

19
.4

20
.9

20
.9

10
:3
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

12
:0
0

②
0.
03

15
.0

20
.9

20
.9

7/
18

(土
)

7/
19

(日
)

14
:3
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

15
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
00

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

12
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

計
測

時
間

計
測

箇
所

漏
気
見
ら
れ
ず

休
工

休
工

(金
)

休
工

休
工

日
付

酸
素
濃
度
（
VO
L％

）

7/
20

(月
)

7/
21

(火
)

7/
15

(水
)

7/
16

(木
)

7/
17

漏
気
量

(L
/m
in
)
気
泡
自
体

水
面

1.
5ｍ

上

9:
00

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
30

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
7
(金

)
14
:0
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
8
(土

)

8/
9
(日

)

8/
10

(月
)

8/
11

(火
)

8/
12

(水
)

8/
13

(木
)

8/
14

(金
)

8/
15

(土
)

8/
16

(日
)

8/
17

(月
)

9:
00

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
18

(火
)

9:
00

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
00

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

9:
30

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
20

(木
)
12
:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

13
:3
0

①
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

14
:0
0

③
微
量
で

計
測
不
可

微
量
で

計
測
不
可

20
.9

20
.9

8/
22

(土
)

8/
23

(日
)

休
工

休
工

日
付

酸
素
濃
度
（
VO
L％

）
計
測

時
間

計
測

箇
所

8/
21

(金
)

8/
6
(木

)

休
工

休
工

休
工

休
工

休
工

8/
19

(水
)

休
工

休
工

休
工

休
工

凡
例

簡
易

酸
素

濃
度

計
測

実
施

箇
所

簡
易

酸
素

濃
度

計
測

未
実

施
箇

所
（
微

量
で
計

測
不

可
）

■
気

体
の

成
分

調
査

（①
箇

所
）
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